
































る道宣『続高僧伝』所収の僧崖の “ 伝記 ” は、一つの意図に基づきながら、
既存の諸資料を総合しつつ、新たな諸要素も盛りこむことにより、いわば
























































巴蜀地方 (12) は、劉焉（？～ 194 年）を先駆とする蜀漢国（221 ～ 263 年）

















限りでは、仏図澄の弟子で、後趙末の冉閔の乱（350 ～ 352 年）を避けて
入蜀し、前秦太元四年（379）まで教化を続けた法和 (15) の活動がその最初






玄高の弟子である玄暢 (19) と僧隠 (20)、およびそれぞれの弟子に当たる法期















そも南朝による巴蜀支配は、東晋末の太尉劉裕（363 ～ 422 年、後の劉宋

























頃～ 552 年）は簡文帝蕭綱（太清三年～天正元年、すなわち 549 ～ 551）




帝の第 7 子、後の梁元帝）蕭繹（508 ～ 554 年）(32) と益州に蟠踞していた



































の宇文護（515 ～ 572 年）・尉遅迥らの東伐に参加した (45)。保定二年（562）







































































ての名門士族であった。永嘉年間（307 ～ 313 年）、宜都郡守、宗承の一
族が、おそらくは晋末の戦乱を避けるため、荊州南郡（治所は江陵）に移
住し (57)、その後南朝宋・斉・梁・陳の各時代には高官・名士を輩出した。
例えば、南宋の文人画家宗炳（375 ～ 443 年）(58)、洮陽侯宗愨（？～ 465 年）






周車騎大将軍・儀同三司であった宗懍（500 ～ 563 年）(63) のほかに、陳吏
部尚書の宗元饒（518 ～ 581 年）(64) がいる。
上掲の引用文からもわかるように、亡名は若い頃からすでに先代の名士
宗炳や宗測の遁世の遺風を受け継ぎ、竹林七賢の一人である阮籍（字嗣










































































































































































高僧伝』巻六に立伝されている慧韶（488 ～ 541 年 (75)）その人にほかなら
ないと考える。慧韶は穎川陳氏の出身で、梁都建康に遊学して開善寺智蔵
（458 ～ 522 年）や竜光寺僧綽に成実論を学び、後に大同三年（537）には
益州刺史に任命された蕭紀 (76) と同行して益州に至り、竜淵寺で弘法した
後、大同七年（541）に同寺で入滅した。ただし、亡名が益州に至った頃（推






頁）としているが、「文宣」と追諡される南斉の竟陵王蕭子良（460 ～ 494 年）


























































































































































































































































































































立伝されることとなる高僧慧韶（488 ～ 541 年）のために書かれものであ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































京都大学学術出版会）、SAITO Tatsuya 斉藤達也. 2012 （“Features of the Kongo-ji version of 
the Further Biographies of Eminent Monks 続高僧伝: With a focus on the biography of Xuanzang玄

















































者James A. Benn氏の着手を待たねばならなかった。同氏は、2007年のモノグラフBurning for 
the Buddha: Self-immolation in Chinese Buddhism (Honolulu: University of Hawai’i Press)の刊行に




























































(15) 『高僧伝』巻5「法和伝」（T50, no. 2059, 354a18-29）。
(16) 慧持の入蜀、玄高集団の曇弘、玄暢、僧隠らの教化活動について、石田徳行［1972］（52-
55頁）に詳しい。


























(27) 『梁書』巻五十六、列伝第五十、「侯景伝」(833～864頁)。  侯景の乱については、吉川忠
夫［1974］（『侯景の乱始末記―南朝貴族社会の命運』、中公新書）や、Scott Pearce[2000] 



















































































































































































































































(83) 西魏・北周時代における「三蔵」または「州三蔵」という僧官制度について、Jinhu Chen. 
2001. “Holy Alliance: The Court-Appointed ‘Monks of Great Virtue’ and Their Religious and Political 
Role under the Sui Dynasty (581-617).” Tang yanjiu (Journal of Tang Studies) 7: 19-38.）に詳しく、
(101)
身を遺す僧と名を亡くした僧の遭遇―僧崖と亡名―





















































(95) Benn[2006], “The fact that Baotuan, who composed the popular text about Sengyai mentioned above, 
died in 561 suggests that the date of 562 given by Fei Zhangfang must be incorrect. But, as we shall see 
below, there are some grounds for accepting it nevertheless, because it seems to be consistent with the 




































































































































































記有承襲者、刊名于石。其辞酋麗、其翰兼美、為蜀中口実焉。」(T50, no. 2061, 793a4-10)」と
あることから、大暦年間頃の宝園寺は確かに懐素（625～698年）に始まる東塔律宗の流れを
受け継ぐ律宗寺院であるとすべきである。ただし、宝園寺が貞元十八年（802）の創設（774
頁）とする厳耕望氏の主張には賛成できない。『続高僧伝』巻十三「玄続伝」によれば、貞
観年間の義解高僧玄続（貞観中没）が生前に宝園寺碑を撰述したことが「嘗為宝園寺製碑
銘、中有弾老荘曰、「老称聖者、荘号哲人、持蛍比日、用岳方塵。」(T50, 531a13-15)という
記述から明らかである。この佚文は、後に『全唐文拾遺』巻49に収められることとなる。
